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団
地
内
の
野
草

田
島
康
弘（

３-

１
０
１
）

ヒ
メ
ツ
ル
ソ
バ
（
姫
蔓
蕎
麦
）

５
号
棟
の
前
に
少
し
生
え
て

い
ま
し
た
。
あ
ま
り
目
立
た
な

い
ん
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
き

れ
い
な
花
で
す
。

開
花
期
は
、
４
～

月
と
長

11

く
、
花
の
色
は
初
め
ピ
ン
ク
色

で
だ
ん
だ
ん
白
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。

花
が
小
さ
く
、
ツ
ル
の
よ
う

に
横
に
広
が
り
、
花
や
葉
が
ソ

バ
に
似
て
い
る
の
で
こ
の
名
が

つ
い
て
い
ま
す
。

原
産
地
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
、
明

治
時
代
に
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
用

の
園
芸
植
物
と
し
て
輸
入
さ
れ

ま
し
た
が
、
野
生
化
し
、
石
垣

の
上
か
ら
垂
れ
下
が
っ
て
い
る

姿
や
、
建
物
の
隅
に
自
生
し
て

い
る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
盆
栽
展
な
ど
で
花
物

盆
栽
の
小
鉢
と
し
て
添
え
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

-

８月行事予定
コロナ状況次第では中止もありえます 事前に確認を

１日（月） ・鴨池中学校出校日

６日（土） ・第１回カモイケサマフェス（夏祭り）雨天時中止

場所 真砂本町公園 時間 午後５時～９時

８日（月） ・体幹トレーニング

講師 長濱一成先生（トレーニングスタジオ カリダ代表）

時間 10時30分～11時30分 場所 鴨池生協クリニック５ F
会費 500円 申込 鴨池生協クリニック健康まちづくり部

担当 片平さん（☎099-260-3532）

９日（火） ・火災予防運動の日（毎月９日）

１８日（木） ・第４回プティエコール

テ ー マ わくわくみこのサマークラフト

－くみこ先生と楽しくお話ししながらフォトフレーム、恐竜を作ろう－

講 師 西牟田久美子先生 場 所 鴨池校区公民館

時 間 午前10時～12時 参 加 費 無料

定 員 親子10組 申込締切 ８月12日（金）まで

持 参 品 ハサミ、ホチキス（底が薄いものがお薦め) 、木工用ボンド、

（作品に）付けたい飾り、新聞紙、水分補給用飲料

１９日（金） ・鴨池小学校・中学校出校日

・合同リサイクル

主 催：鴨池小学校、校区コミュニティ協議会

場所時間：鴨池小学校正門・東門前 7:30～8:00

収集対象：廃食用油、古本、制服、キッチン金属、ベルマーク、インクカートリッジ

２１日（日） ・第６回カモスク講座 デイキャンプ

場 所 鴨池校区公民館、同周辺松林（鴨池小学校敷地内）

時 間 午前10時～夕方 内 容 炊出し、樹木診断その他

定 員 親子15組 参加費 無料

２４日（水) ・ピラティス講座

講師 服部裕子先生

時間 10時00分～11時00分 場所 鴨池生協クリニック５ F
会費 500円 申込 鴨池生協クリニック健康まちづくり部

担当 片平さん（☎099-260-3532）

※ お申し込み・お問合わせ先
鴨池校区コミュニティ協議会事務局 ☎099-285-1522 （月・水・金 9：00～12：00，祝日休み）

３サンハイツせけんばな紙
第 ９ 号 令和４年８月１日

編集責任者
田島康弘( 3-101)

作成責任者
渡邉芳憲( 9-503)

編集委員
小松清明(10-501)
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鴨
池
歴
史
散
歩

海
軍
航
空
隊
鹿
児
島
基
地
に
つ
い
て
（
二
）

渡
邉
芳
憲
（
９-

５
０
３
）

と
施
設-

鹿
児
島
」
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

入
口
右
側
に
銘
板
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
碑
の
名
称
」
「
赤
心

無
断
転
載
、
無
断
引
用
を
禁
ず
る
旨
の
記
載
が
あ
り
ま

の
い
わ
れ
」
「
碑
の
構
造
」
が
記
さ
れ
、
碑
の
建
立
者
（
鹿
児
島

今
月
は
、
ご
存
じ
の
通
り
、
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

し
た
の
で
、
地
図
等
の
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ

海
軍
航
空
隊
在
隊
生
存
者
一
同
）
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

を
受
諾
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
月
で
す
。

る
方
は
、
ご
自
分
で
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
碑
の
構
造
」
に
よ
る
と
、
正
面
か
ら
見
た
碑
の
全
体
像
は
国

令
和
４
年
２
月
１
日
付
け
本
紙
第
３
号
で
、
８
号
棟

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
、
海
軍
航
空
隊
鹿
児
島
基
地

旗
で
あ
る
「
日
の
丸
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
球
石
と
白
地
石

の
真
鍋
さ
ん
の
寄
稿
で
海
軍
航
空
隊
鹿
児
島
基
地
跡
碑

の
遺
跡
・
記
念
碑
と
し
て
は
、

の
寸
法
は
正
式
な
「
日
の
丸
」
の
寸
法
の
割
合
で
構
成
さ
れ
て
い

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
同
基
地
を
紹
介
し
ま
す

１

海
軍
航
空
隊
鹿
児
島
基
地
跡
碑

る
と
の
こ
と
で
す
。

海
濱
院
の
紹
介
編
（
令
和
４
年
７
月
１
日
付
け
第
８

（
鴨
池
小
学
校
内
体
育
館
横
）

ま
た
、
入
口
か
ら
碑
に
進
む
と
中
程
右
側
に
「
鹿
児
島
海
軍
航

号
）
で
鴨
池
飛
行
場
が
昭
和

年
（
１
９
４
１
年
）
１

２

鹿
児
島
海
軍
航
空
隊
之
碑
「
赤
心
」

空
隊
隊
歌
」
（
作
詞
関
根
繾
一
、
作
曲
古
関
裕
而
）
の
楽
譜
の
碑

16

月
、
国
に
徴
用
さ
れ
た
と
書
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
昭

（
緑
地
公
園
内
管
理
事
務
所
奥
）

が
あ
り
ま
す
。

和

年
４
月
１
日
鹿
児
島
航
空
隊
が
開
隊
し
第

連
合

３

鹿
児
島
海
軍
航
空
隊
慰
霊
碑
「
貴
様
と
俺
の
碑
」

鹿
児
島
海
軍
航
空
隊
慰
霊
碑
「
貴
様
と
俺
の
碑
」
は
、
鴨
池
公

18

19

航
空
隊
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
練
習
航
空
隊

（
鴨
池
二
丁
目
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
北
隣
）

園
水
泳
プ
ー
ル
、
市
立
図
書
館
、
市
立
科
学
館
、
鴨
池
公
民
館
な

に
指
定
さ
れ
飛
行
予
科
練
習
生
（
予
科
練
）
教
育
を
担

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
鴨
池
飛
行
場
の
岸
壁
と

ど
市
の
各
種
施
設
が
固
ま
っ
て
い
る
一
角
中
、
勤
労
女
性
セ
ン
タ

当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
同
年

月
１
日

思
わ
れ
る
石
積
み
が
水
道
局
前
交
差
点
か
ら
入
っ
た
㈱

ー
北
隣
で
国
道
に
沿
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
隣
で
は
、
車
が

10

予
備
学
生
（
飛
行
）
基
礎
教
育
等
の
担
当
が
追
加
さ
れ

九
電
工
鹿
児
島
支
店
の
先
の
鴨
池
川
（
今
は
一
見
水
路

ひ
っ
き
り
な
し
に
走
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
喧
噪
が
全
然
気
に
な

飛
行
要
務
專
修
者
が
鹿
児
島
基
地
で
訓
練
を
受
け
た
そ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
）
か
ら
県
庁
敷
地
を
回
り
込

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
航
空
隊
の
あ
っ
た
場
所
は
、

(

私
の
イ
メ

う
で
す
。

む
よ
う
に
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
地
図
で
見
る
と

ー
ジ
で
は)

、
鴨
池
川
よ
り
南
側
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
慰
霊
碑
の

鴨
池
飛
行
場
は
、
先
の
真
鍋
さ
ん
の
記
事
で
も
、
「

飛
行
場
の
敷
地
と
合
致
し
ま
す
の
で
間
違
い
な
い
と
は

場
所
に
つ
い
て
は
、
多
少
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
静
か
な
気
持
ち

和

年
に
海
を
埋
め
立
て
て
・
・
・
」
と
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、
こ
の
石
積
み
が
当
時
の
岸
壁
で
あ
っ
た

で
取
材
で
き
ま
し
た
。

13
昭
和

年
頃
か
ら
海
軍
の
実
用
機
の
基
地
と
し
て
使
用

か
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
。

(

私
の
昭
和

年
代
の
記
憶

碑
の
中
央
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
昇
天
す
る
若
き
搭
乗
員
を
表
わ
し

13

30

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
よ
く

で
は
岸
壁
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
だ
っ
た
よ
う
な
・
・
・
）

て
お
り
、
並
び
立
つ
二
本
の
石
柱
は
貴
様
と
俺
の
友
情
を
、
併
せ

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

１
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
通
り
、
本
紙
３
号
で
ご
紹

て
、
永
遠
の
平
和
を
祈
る
合
掌
を
、
そ
し
て
右
の
石
柱
に
あ
る
七

と
こ
ろ
で
、
予
科
練
生
の
教
育
も
行
っ
て
い
た
と
の

介
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
２
と
３
つ
い
て
述
べ
た
い

つ
の
金
色
の
く
ぼ
み
は
、
予
科
練
の
七
つ
ボ
タ
ン
を
表
わ
し
て
い

こ
と
で
す
が
、
予
科
練
生
は
ど
こ
に
い
た
の
で
し
ょ
う
。

と
思
い
ま
す
。

る
と
の
こ
と
で
す
。

海
自
に
残
っ
て
い
る
古
い
部
内
資
料
に
掲
載
さ
れ
て

鹿
児
島
海
軍
航
空
隊
之
碑
「
赤
心
」
は
、
緑
地
公
園

い
る
鹿
児
島
基
地
の
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
に
よ
る
と
、
今
の

管
理
事
務
所
の
奥
に
あ
り
ま
す
。
道
路
か
ら
入
る
と
正

鴨
池
小
学
校
の
新
川
向
こ
う
岸
辺
り
に
い
た
よ
う
で
す

面
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
１
９
４
５
年
版
の
地
図
に
よ
る

と
、
現
在
の
東
郡
元
町
（
鶴
ヶ
崎
橋
か
ら
南
小
学
校
横

を
通
っ
て
国
道
２
２
５
号
線
鶴
ヶ
崎
入
口
交
差
点
ま
で

の
直
線
と
国
道
２
２
５
号
線
、
新
川
に
囲
ま
れ
た
地
域

の
ほ
ぼ
全
域
が
予
科
練
の
基
地
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
但
し
確
証
は
な
か
っ
た
よ
う
で｢P

ro
b
a
b
le

Av
i
-

at
i
o
n
G
ro
u
n
d
S
c
ho
o
l

」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
桜
と
錨

の
海
軍
砲
術
学
校
」
の
サ
ブ
メ
ニ
ュ
ー
「
旧
海
軍
の
基
地

鹿児島海軍航空隊之碑
－赤心の碑－

（まさに｢日の丸｣そのもの）

鹿児島海軍航空隊慰霊碑
－貴様と俺の碑－


